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去
る
3
月
3
日
に
実
施
し
た
「
武

西
地
区
の
里
山
に
不
法
投
棄
さ
れ
た

廃
棄
物
の
撤
去
事
業
」
は
、
市
民
活

動
団
体
な
ど
全
　
団
体
の
ほ
か
、
個

16

人
参
加
者
を
含
め
、
約
1
3
0
人
の

み
な
さ
ん
と
の
協
働
に
よ
り
、　
ト
80

ン
も
の
不
法
投
棄
物
を
撤
去
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
同
事
業
は
、
N
P
O
法
人
「
谷
田

武
西
の
原
っ
ぱ
と
森
の
会
」
の
企
画

提
案
に
よ
り
、
市
と
協
働
で
実
施
し

た
事
業
で
す
。
平
成
　
年
度
の
年
間

24

を
通
し
、
周
辺
の
パ
ト
ロ
ー
ル
や
散

乱
ご
み
の
清
掃
な
ど
も
実
施
し
て
い

と
が
、
何
よ
り
も
効
果
的
で
す
。

　
個
人
、
団
体
に
関
わ
ら
ず
、
不
法

投
棄
や
ポ
イ
捨
て
で
お
困
り
の
際
は
、

市
ク
リ
ー
ン
推
進
課
ま
で
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

怯
ご
協
力
い
た
だ
い
た
団
体

▼
特
定
非
営
利
法
人
ラ
ー
バ
ン
千
葉

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
▼
船
穂
中
学
校
区
さ

わ
や
か
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
地
域
推
進
委

員
会
▼
小
林
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

会
▼
特
定
非
営
利
活
動
法
人
エ
コ

ネ
ッ
ト
ち
ば
▼
印
西
ア
ゴ
ラ
の
会
▼

亀
成
川
を
愛
す
る
会
▼
特
定
非
営
利

活
動
法
人
い
ん
ざ
い
子
ど
も
劇
場
▼

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
印
西
白
井
第
2
団

▼
温
暖
化
防
止
印
西
▼
北
総
里
山
ク

た
だ
き
ま
し
た
。

　
不
法
投
棄
物
は
放
置
す
る
と
新
た

な
不
法
投
棄
を
呼
び
込
む
と
い
っ
た

悪
循
環
が
生
じ
、
景
観
悪
化
に
と
ど

ま
ら
ず
、
自
然
環
境
に
も
深
刻
な
影

響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

　
市
で
は
、
監
視
カ
メ
ラ
の
設
置
や

不
法
投
棄
監
視
員
を
は
じ
め
、
市
職

員
に
よ
る
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
に
よ
り
、

不
法
投
棄
防
止
対
策
を
強
化
し
て
い

ま
す
が
、
市
民
の
み
な
さ
ん
一
人
ひ

と
り
が
「
不
法
投
棄
は
絶
対
に
さ
せ

な
い
、
許
さ
な
い
」
と
い
う
強
い
気

持
ち
で
、
監
視
の
目
を
光
ら
せ
る
こ

　去る、4月14日蚊に松山下公園総合体育館サ
ブアリーナにおいて、平成25年度印西市消防団
辞令交付式が行われました。
　当日は、川上消防団長から新役員169人、新入
団員28人に辞令が交付されました。
　また、交付式後は、同会場において新入団員の
基本操作習得を目的とした規律訓練が印西消防
署他職員の指導のもと実施されました。

　
ト
ッ
プ
リ
ー
グ
に
所
属
す
る

「
Ｎ
Ｅ
Ｃ
グ
リ
ー
ン
ロ
ケ
ッ
ツ
」

対
「
Ｎ
Ｔ
Ｔ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
ズ
 シ
ャ
イ
ニ
ン
グ
ア
ー
ク

ス
」
の
試
合
（
午
後
2
時
キ
ッ
ク

オ
フ
予
定
）
を
中
心
に
、
ク
ラ
ブ

チ
ー
ム
・
ラ
グ
ビ
ー
ス
ク
ー
ル
の

試
合
、
そ
の
ほ
か
に
も
ト
ッ
プ

選
手
と
の
フ
ァ
ン
交
流
会
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

■時 
6
月
8
日
臥
・
午
前
　
時
　
分
～
。

10

30

■場 
松
山
下
公
園
陸
上
競
技
場（
浦

部
）

■費 
入
場
無
料
。

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■問 
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
振
興
班（
松

山
下
公
園
総
合
体
育
館
内
・
緯
碓42 

8
4
1
7
）。

印
西
市
企
画
提
案
型
協
働
事

 印
西
市
企
画
提
案
型
協
働
事
業業
～
武
西
地
区
の
里
山
に
不
法
投
棄
さ
れ
た
廃
棄
物
の
撤
去
事
業

～
武
西
地
区
の
里
山
に
不
法
投
棄
さ
れ
た
廃
棄
物
の
撤
去
事
業
～～

 よ
み
が
え
っ
た
里
山
の
息
吹

上の写真が清掃中の様子、
下の写真は同じ場所の清
掃後の様子です。
みなさんのおかげで、こ
んなにきれいになりまし
た。
ありがとうございました。

ラ
ブ
▼
印
西
市
造
園
組
合
（
禍
岩
井

植
木
・
禍
岩
城
造
園
土
木
・
禍
岩
崎

造
園
・
禍
大
須
賀
グ
リ
ー
ン
ガ
ー
デ

ン
・
珂
グ
リ
ー
ン
・
ラ
イ
フ
・
珂
秋

桜
・
珂
Ｉ
Ｇ
Ｏ
・
珂
松
月
園
・
禍
大

幸
園
・
禍
豊
田
造
園
・
宮
嶋
造
園
珂
・

ヤ
マ
ト
造
園
土
木
珂
・
禍
ヨ
シ
ダ

ヤ
）
▼
印
西
市
建
設
業
災
害
対
策
協

力
会
（
珂
ア
ジ
ア
開
発
興
業
、
ウ
ッ

ド
テ
ッ
ク
珂
、
珂
遠
藤
組
、
珂
小
幡

工
務
店
、
珂
Ｋ
Ｏ
Ｕ
Ｓ
Ｈ
Ｕ
コ
ー
ポ

レ
ー
シ
ョ
ン
、
珂
小
林
工
業
、
栄
産

業
珂
、
篠
田
建
設
珂
、
先
和
建
設
珂
、

第
進
産
業
珂
、
珂
タ
イ
ト
ウ
、
竹
内

建
設
珂
、
禍
中
本
土
木
、
珂
長
門
建

設
、
珂
正
喜
工
業
、
真
名
子
建
設
珂
、

村
越
建
設
珂
）
▼
イ
オ
ン
モ
ー
ル
珂

イ
オ
ン
モ
ー
ル
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

▼
印
西
市
不
法
投
棄
監
視
員
。

　
　
　
　
　
　（
順
不
同
・
敬
称
略
）

※
詳
し
く
は
左
記
ま
で
。

■問 
ク
リ
ー
ン
推
進
課
不
法
投
棄
対
策

班
（
緯
内
線
3
8
4
）。
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　手賀沼とその周
辺は、素晴らしい
自然環境や歴史・
文化遺産の宝庫で
す。
　このたび千葉県
では、流域市町村
の協力のもと「ぐるっと手賀沼
ウォーキングマップ」を作成しま
した。この１枚で、その魅力を満喫することができます。ぜひマップ
を片手にウオーキングやハイキングに出かけてみませんか。
【配布窓口】
　柏土木事務所ほか流域の各市役所（柏市・我孫子市・印西市・白井
市・鎌ヶ谷市・松戸市・流山市）。
■問 千葉県柏土木事務所調整課（緯04―7167―1373）、市経済政策課地
域資源振興班（緯内線351・352）。

手賀沼周辺の見所が満載鎧

▲手賀沼周辺の魅力を数多く紹介

第23回千葉県ラグビーまつりin印西を開催

▲葛手に汗握る熱戦がみなさ
んを待っています（写真は過
去のものです）

平成25年度印西市消防団辞令交付式

地域防災の要として有事の際の活躍が期待されま地域防災の要として有事の際の活躍が期待されますす

　
寺
本
氏
は
、
昭
和
　
年
8
月
に
当
選

54

し
て
以
来
、
3
期
　
年
に
渡
り
、
旧
印

12

旛
村
議
会
議
員
と
し
て
村
の
発
展
に
貢

献
さ
れ
ま
し
た
。

　
議
会
議
員
在
任
中
は
副
議
長
、
経
済

常
任
委
員
会
副
委
員
長
を
務
め
る
な
ど
、

豊
富
な
経
験
と
見
識
に
よ
り
、
地
域
住

民
の
福
祉
向
上
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

 栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢
高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高
齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢
高
齢
者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者
叙叙叙叙叙叙叙叙叙叙叙叙叙叙叙叙叙叙叙叙
勲勲勲勲勲勲勲勲勲勲勲勲勲勲勲勲勲勲勲勲
叙
勲
栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢

怯
旭
日
単
光
章

寺
本
 留
夫
氏（
　
歳
・
瀬
戸
）

88

▲寺本 留夫氏

なくそう鎧不法投棄



■時 
日
時
　
■場 
会
場
　
■内 
内
容
　
■対 
対
象
　
■定 
定
員
　
■費 
参
加
費
　
■申 
申
し
込
み
　
■問 
問
い
合
わ
せ
　
■ＨＰ 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
■メール 
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
■他 
そ
の
ほ
か
　
■携 
携
帯
電
話

印西市役所緯碓42 5111　■ＨＰ http://www.city.inzai.chiba.jp

凡
例

病
院
 認
知
症
看
護
認
定
看
護
師
）。

■定 
　
人
（
先
着
順
）。

50
※
家
族
介
護
者
の
申
込
み
を
優
先
。

■費 
無
料
。

■申 
6
月
　
日
画
ま
で
に
左
記
ま
で
。

21

■問 
印
西
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
緯
碓42 
2
9
2
2
）。

第
2
回
オ
ス
ト
メ
イ
ト

　
　
　
社
会
適
応
訓
練
講
習
会

■時 
5
月
　
日
臥
・
正
午
～
4
時
。

25

■場 
千
葉
県
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
千

葉
市
）。

■内 
次
の
と
お
り
。

臼
講
演
「
脳
外
科
医
自
身
の
4
つ
の

が
ん
体
験
」

噛
講
師
…
冨
田
伸
氏
（
聖
隷
佐
倉
市

民
病
院
脳
神
経
外
科
部
長
）。

渦
体
験
発
表

噛
講
師
…
本
村
幸
広
氏
（
船
橋
市
の

会
員
）。

嘘
展
示
相
談
会
…
当
日
・
正
午
～
午

後
1
時
と
休
憩
時
間
に
お
け
る
補
装

具
メ
ー
カ
ー
、
販
売
店
に
よ
る
補
装

市
が
指
定
す
る
対
象
講
座
を
受
講
し

た
母
子
家
庭
の
母
、
父
子
家
庭
の
父

に
、
市
か
ら
給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

※
平
成
　
年
4
月
1
日
か
ら
父
子
家

25

庭
も
対
象
と
な
り
ま
し
た
。

■対 
次
の
①
～
⑤
の
す
べ
て
に
該
当
す

る
人
。

臼
市
内
に
住
所
を
有
す
る
人
。

渦
児
童
扶
養
手
当
を
受
け
て
い
る
か
、

同
様
の
所
得
水
準
に
あ
る
人
。

嘘
雇
用
保
険
法
に
よ
る
教
育
訓
練
給

付
金
の
受
給
資
格
の
な
い
人
。

唄
講
座
を
受
講
す
る
こ
と
が
、
適
職

に
就
く
た
め
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る

人
。

⑤
過
去
に
自
立
支
援
給
付
金
を
受
給

し
て
い
な
い
人
 。

胸
対
象
講
座
…
雇
用
保
険
制
度
の
教

育
訓
練
給
付
の
指
定
教
育
訓
練
講
座

な
ど
。

※
申
請
前
に
事
前
相
談
が
必
要
で
す
。

■問 
子
育
て
支
援
課
児
童
家
庭
班
。

家
族
介
護
者
教
室

　
市
で
は
、
介
護
を
し
て
い
る
ご
家

族
等
を
対
象
に
、
介
護
に
対
す
る
知

識
や
技
術
の
普
及
を
目
的
と
し
て
家

族
介
護
者
教
室
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
「
高
齢
者
の
在
宅
に
お
け

る
脱
水
・
熱
中
症
の
予
防
・
対
応
」

を
テ
ー
マ
に
、
介
護
を
し
て
い
る
ご

家
族
な
ど
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
み

な
さ
ん
に
も
参
加
し
て
い
た
だ
け
る

教
室
を
開
催
し
ま
す
。

■時 
6
月
　
日
蚊
・
午
前
　
時
～
正
午
。

30

10

（
受
け
付
け
は
9
時
　
分
～
）。

30

■場 
印
西
市
文
化
ホ
ー
ル
（
大
森
）。

■対 
市
内
在
住
の
人
。

噛
講
師
…
村
田
純
子
 氏
（
県
立
佐
原

母
子
・
父
子
家
庭

高
等
技
能
訓
練
促
進
費
等
事
業

　
母
子
家
庭
の
母
、
父
子
家
庭
の
父

が
看
護
師
、
介
護
福
祉
士
、
保
育
士

な
ど
の
資
格
を
取
得
す
る
た
め
に
養

成
期
間
で
2
年
以
上
修
業
す
る
場
合
、

修
業
期
間
の
全
期
間
（
上
限
2
年
）

に
つ
い
て
、
市
で
生
活
費
の
一
部
を

支
給
し
ま
す
。

※
平
成
　
年
4
月
1
日
か
ら
父
子
家

25

庭
も
対
象
と
な
り
ま
し
た
。

■対 
次
の
①
～
⑤
の
す
べ
て
に
該
当
す

る
人
。

臼
市
内
に
住
所
を
有
す
る
人
。

渦
児
童
扶
養
手
当
を
受
け
て
い
る
か
、

同
様
の
所
得
水
準
に
あ
る
人
。

嘘
養
成
期
間
に
お
い
て
2
年
以
上
の

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
修
業
し
、
対
象
資

格
の
取
得
が
見
込
ま
れ
る
人
。

④
仕
事
や
育
児
と
修
業
の
両
立
が
困

難
な
人
。

⑤
過
去
に
高
等
技
能
訓
練
促
進
費
を

受
給
し
て
い
な
い
人
。

胸
対
象
資
格
…
看
護
師
、
介
護
福
祉

士
、
保
育
士
、
理
学
療
法
士
、
作
業

療
法
士
な
ど
。

※
申
請
前
に
事
前
相
談
が
必
要
で
す
。

■問 
子
育
て
支
援
課
児
童
家
庭
班
（
緯

内
線
2
4
2
）。

母
子
・
父
子
家
庭
自
立
支
援

　
　
　
教
育
訓
練
給
付
金
事
業

　
就
職
や
転
職
、
雇
用
の
安
定
に
向

け
て
職
業
技
能
を
身
に
つ
け
る
た
め
、

平成２５年（２０１３）５月１５日号（２）

―
2
緯
内
線
4
3
2
～
4
3
4
）。

市
職
員

　
平
成
　
年
度
市
職
員
採
用
上
級
試

25

験
（
印
旛
郡
市
職
員
採
用
共
同
試

験
）
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

■時 
7
月
　
日
蚊
。

28

■場 
東
京
学
館
高
等
学
校（
酒
々
井
町
）。

■対 
■定 
左
表
の
と
お
り
。

■申 
6
月
4
日
峨
～
　
日
画
（
郵
送
の

21

場
合
は
、
当
日
消
印
有
効
）
に
、
申

込
書
お
よ
び
受
験
票
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
受
験
票
と
と
も
に
左
記
窓

口
ま
で
。

※
案
内
資
料
（
申
込
書
・
受
験
票
な

ど
）
は
、
市
役
所
総
務
課
人
事
職
員

班
、
印
旛
支
所
・
本
埜
支
所
の
各
総

務
課
・
各
公
民
館
・
出
張
所
の
窓
口

で
5
月
　
日
我
か
ら
配
布
予
定
で
す
。

22

■問 
総
務
課
人
事
職
員
班
（
〒
2
7
0

―
1
3
9
6
印
西
市
大
森
2
3
6
4

文化ホール
中 央 駅 前 地 域 交 流 館
小林公民館

そうふけ公民館
印旛公民館
本埜公民館

プレイガイド

■問 文化ホール
（緯碓４２ ８８１１）

※
各
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
で
売
り
切
れ

の
際
は
、
文
化
ホ
ー
ル
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
電
話
予
約
の
受
け
付
け
は
、
文

化
ホ
ー
ル
の
み
で
す
。

７／１３
（土）

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
お
も
ひ
で
ぽ
ろ
ぽ
ろ
」

※
チ
ケ
ッ
ト
は
、
5
月
　
日
蚊
・
午

19

前
9
時
か
ら
各
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
、
午

前
　
時
か
ら
イ
ー
プ
ラ
ス（h

ttp
:/

10

/e
p
lu
s.jp
/

）
で
発
売
開
始
し
ま

す
。

【
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま

す
】
　
劇
団
わ
ら
び
座
の
劇
団
員
の
方
か

ら
直
接
、
歌
や
芝
居
の
指
導
を
受
け

て
参
加
者
の
み
な
さ
ん
で
ミ
ニ

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を
作
り
上
げ
ま
す

（
要
申
し
込
み
）。

■時 
7
月
7
日
蚊
・【
第
1
回
】
午
前

　
時
～
正
午【
第
2
回
】

10午
後
2
時
～
4
時
。

■場 
化
ホ
ー
ル
。

■対 
　
歳
以
上
の
人
。

10
■定 
各
回
　
人（
先
着
順
）。

30

■費 
1
街
0
0
0
円
。
公

演
チ
ケ
ッ
ト
を
購
入
し

た
人
は
5
0
0
円
返
金

し
ま
す
。

■申 
事
前
に
、
文
化
ホ
ー

ル
で
受
け
付
け
。

　
ス
タ
ジ
オ
ジ
ブ
リ
の
名
作
を
劇
団

わ
ら
び
座
が
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
化
。

■時 
7
月
　
日
臥
・
午
後
3
時
開
演

13

（
開
場
は
午
後
2
時
　
分
～
）。

30

■費 
大
人
3
街
0
0
0
円
、
子
ど
も

（
小
～
中
学
生
）
1
街
5
0
0
円
。

※
未
就
学
児
の
入
場
は
ご
遠
慮
く
だ

さ
い
。

　
障
害
者
割
引
は
各
料
金
か
ら
5
0

0
円
引
。

※
子
ど
も
料
金
・
障
害
者
割
引
は
チ

ケ
ッ
ト
購
入
の
際
、
証
明
書
な
ど
に

よ
る
確
認
が
必
要
で
す
。

　
出
演
は
水
谷
豊
、
安
田
成
美
、
濱

田
龍
臣
、
橋
本
愛
ほ
か
。
監
督
は
和

泉
聖
治
。

■時 
6
月
2
日
蚊
・
午
後
2
時
開
演

（
開
場
は
1
時
　
分
～
）。

30

■費 
無
料
（
全
席
自
由
）。
た
だ
し
整

理
券
が
必
要
で
す
。

■申 
5
月
　
日
画
・
午
前
9
時
か
ら
、文

17

化
ホ
ー
ル
、各
公
民
館
、中
央
駅
前
地

域
交
流
館
、総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
、保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
、そ
う
ふ
け
ふ
れ

あ
い
の
里
で
整
理
券
を
配
布
し
ま
す
。

6／2
（日）

　
ミ
リ
映
画
会

16　「
Ｈ
Ｏ
Ｍ
Ｅ
　
 愛
 し
の
座
敷
わ
ら
し
」

い
と

募
集

胸平成25年度市職員募集職種胸

個別事項受験資格募集
人員職種

【一般行政上級】別
枠で、身体障害者手
帳の交付を受け、そ
の障害の程度が1
級から6級までの
人で、自力により通
勤ができ、職務の遂
行に介護者を必要
とせず、活字印刷文
の出題に対応でき
る人。

昭和53年4月2日から
平成4年4月1日までに
生まれた人（学歴は問い
ません）。
または、平成4年4月2
日以降に生まれた人で、
学校教育法に基づく大
学（短期大学を除く）を
卒業した人（平成26年3
月までに卒業する見込
みの人を含む）。

15人
程度

一般行政
上級

若干名土木
上級技

術
職

若干名建築
上級

福
祉

医
師
に
よ
る

　
　
　「
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
」

　
精
神
的
な
悩
み
な
ど
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
内
容
に
つ
い

て
は
、
秘
密
厳
守
し
ま
す
。

■時 
6
月
6
日
牙
・
午
後
2
時
～
4
時
。

■場 
市
役
所
1
階
相
談
室
。

■申 
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
班
ま
で
事

前
に
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

■問 
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
班
（
緯
内

線
2
6
6
）。

高齢者世帯の
訪問調査をしています

　市内地域包括支援センターおよび印西
市から委託を受けた在宅介護支援セン
ターでは、高齢者世帯の実態を把握し、
福祉サービスの提供に役立てるため、訪
問調査を行っています。
　65歳以上の独居･高齢者世帯を中心に、
支援センター職員が伺うことがあります
ので、ご協力をお願いします。
※支援センター職員は、身分証明書を携
帯しています。
　また、高齢者の介護や生活に関する相
談も各支援センターで受け付けますので、
お気軽にご相談ください。
■問 印西地域包括支援センター（緯碓42 
2922）、・印旛地域包括支援センター（緯
碓98 1115）、本埜地域包括支援センター（緯
碓97 5503）。

　
自
転
車
は
「
く
る
ま
」
で
す
。
自

転
車
は
、
歩
行
者
と
同
様
の
扱
い
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
自
転
車
の
絡
む
事

故
の
多
く
は
、
自
転
車
利
用
者
が
交

通
ル
ー
ル
を
守
ら
な
い
、
運
転
マ

ナ
ー
の
欠
如
か
ら
引
き
起
こ
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
交
通
ル
ー
ル
の
順
守
、
運
転
マ

ナ
ー
向
上
は
、
自
転
車
利
用
者
と
し

て
の
責
務
で
す
。
日
ご
ろ
か
ら
交
通

事
故
を
誘
発
し
な
い
自
転
車
運
転
を

こ
こ
ろ
が
け
ま
し
ょ
う
。

■問 
市
民
安
全
課
市
民
安
全
班
（
緯
内

線
7
1
2
）。

 毎
月
　
日
は
「
自
転
車
安
全
利
用
の
日
」

15

相
談

具
展
示
相
談
。

■対 
オ
ス
ト
メ
イ
ト
お
よ
び
そ
の
家
族
、

医
療
関
係
従
事
者
、
地
域
福
祉
関
係

者
ほ
か
。

■費 
無
料
。

■問 
千
葉
県
オ
ス
ト
ミ
ー
協
会
（
緯
0

4
3
―
3
0
9
―
7
5
7
1
）。

※
月
・
火
・
金
曜
日
・
午
前
　
時
～

10

午
後
5
時
に
限
る
。

パート英
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■時 
日
時
　
■場 
会
場
　
■内 
内
容
　
■対 
対
象
　
■定 
定
員
　
■費 
参
加
費
　
■申 
申
し
込
み
　
■問 
問
い
合
わ
せ
　
■ＨＰ 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
■メール 
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
■他 
そ
の
ほ
か
　
■携 
携
帯
電
話

凡
例

（３）平成２５年（２０１３）５月１５日号

ス
ズ
メ
バ
チ
の
巣
の
駆
除
費
を

補
助

　
市
で
は
、
ス
ズ
メ
バ
チ
の
巣
を
駆

除
す
る
土
地
所
有
者
に
駆
除
費
の
一

部
を
補
助
し
ま
す
。

　
巣
の
駆
除
は
、
市
が
依
頼
し
た
業

者
が
行
う
の
で
、
補
助
を
受
け
る
場

合
は
事
前
に
市
へ
の
申
し
込
み
が
必

要
で
す
。

※
ス
ズ
メ
バ
チ
以
外
の
ハ
チ
の
巣
の

駆
除
は
、
補
助
金
の
対
象
外
で
す
。

　
ま
た
、
ス
ズ
メ
バ
チ
以
外
の
ハ
チ

の
巣
の
駆
除
な
ど
に
関
し
て
防
護
服

胸
申
請
書
類

茨
印
西
霊
園
墓
所
公
募
申
込
書
お
よ

び
印
西
霊
園
墓
所
使
用
許
可
申
請
書
。

※
申
込
書
お
よ
び
申
請
書
は
印
西
地

区
環
境
整
備
事
業
組
合
、
同
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
印
西
霊
園
管
理
事
務
所
、

市
役
所
ク
リ
ー
ン
推
進
課
、
印
旛
支

所
お
よ
び
本
埜
支
所
の
地
域
づ
く
り

課
窓
口
で
取
得
で
き
ま
す
。

芋
申
請
者
の
住
民
票
。

※
最
新
の
内
容
か
つ
発
行
日
よ
り
3

カ
月
以
内
の
も
の
。

※
住
民
票
は
、
世
帯
全
員
の
も
の
で

本
籍
、
続
柄
が
記
載
さ
れ
て
い
る
も

の
。

鰯
火
葬
許
可
証
の
原
本
。

※
焼
骨
を
お
持
ち
の
人
の
み
持
参
。

胸
申
請
受
付
場
所
…
問
い
合
わ
せ
先

ま
で
。

※
郵
送
に
よ
る
申
請
受
け
付
け
は
で

き
ま
せ
ん
。

胸
平
成
　
年
度
か
ら
販
売
完
了
ま
で

25

胸
申
請
資
格
…
市
内
に
引
き
続
き
1

年
以
上
居
住
し
、
住
民
基
本
台
帳
に

登
録
さ
れ
て
い
る
人
で
、
焼
骨
所
有

の
有
無
に
関
係
な
く
申
請
が
で
き
ま

す
。

※
す
で
に
印
西
霊
園
の
使
用
許
可
を

受
け
て
い
る
人
は
、
申
請
す
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。

※
申
請
は
一
世
帯
に
つ
き
1
墓
所
で

す
。
同
一
世
帯
で
複
数
の
人
が
申
請

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

胸
申
請
受
付
期
間
…
販
売

完
了
（
約
5
0
0
基
）
ま

で
の
土
・
日
曜
日
、
祝
日

お
よ
び
年
末
年
始
を
除
く
、

平
日
の
午
前
9
時
か
ら
午

後
5
時
ま
で
受
け
付
け
し

ま
す
（
先
着
順
）。

※
毎
年
3
月
の
一
カ
月
間

に
つ
い
て
は
、
事
務
処
理

上
、
申
請
受
付
は
、
で
き

ま
せ
ん
。

に
募
集
す
る
墓
所
の
基
数
お
よ
び
種

類
約
5
0
0
基
（
芝
生
墓
地
）。

※
墓
所
使
用
料
に
墓
碑
な
ど
は
含
ま

れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

※
年
度
の
中
途
で
使
用
許
可
を
受
け

た
と
き
の
管
理
料
に
つ
い
て
は
、
使

用
許
可
を
受
け
た
月
か
ら
の
月
割
り

計
算
と
な
り
ま
す
。

※
印
西
市
お
よ
び
白
井
市
以
外
の
市

区
町
村
に
転
出
さ
れ
た
と
き
の
管
理

料
に
つ
い
て
は
、
7
街
5
6
0
円
と

な
り
ま
す
。

■他 
▼
墓
所
の
使
用
期
間
は
　
年
間
で

30

す
が
更
新
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

更
新
に
よ
り
再
度
墓
所
使
用
料
を
い

た
だ
く
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
▼
墓

所
の
場
所
の
希
望
は
お
受
け
で
き
ま

せ
ん
。
▼
墓
碑
は
一
定
の
基
準
に
従

い
設
置
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■問 
印
西
地
区
環
境
整
備
事
業
組
合
平

岡
自
然
公
園
事
業
推
進
課
（
印
西
霊

園
管
理
事
務
所
内
・
〒
2
7
0
―
1

3
2
4
印
西
市
平
岡
1
5
2
4
番
地

1
・
緯
碓42 
0
0
9
5
・
■ＨＰ h

ttp
://

w
w
w
.in
k
an
-jk
.o
r.jp
/h
ir

ao
k
a/5
-re
ie
n
.h
tm

）。

苛
印
旛
沼
環
境
基
金
助
成
事
業

の
助
成
金
交
付
団
体
を
募
集

　
印
旛
沼
環
境
基
金
で
は
、
平
成
　25

年
度
中
に
、
印
旛
沼
の
環
境
保
全
の

た
め
の
活
動
を
す
る
団
体
な
ど
に
対

し
て
、
予
算
の
範
囲
内
で
次
の
と
お

り
助
成
金
を
交
付
し
ま
す
。

胸
助
成
金
額
…
1
団
体
上
限
　
万
円

20

（
小
・
中
学
校
お
よ
び
高
等
学
校
に

つ
い
て
は
上
限
　
万
円
）。

10

※
小
・
中
・
高
校
以
外
の
団
体
は
、
助

成
対
象
事
業
費
の
三
分
の
二
以
内
を

助
成
。

■申 
6
月
7
日
画
（
消
印
有
効
）
ま
で

に
、
申
請
書
類
（
当
基
金
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
ま
た
は
窓
口
で
配
布
）
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
直
接
持
参
ま
た

は
郵
送
。

■問 
財
団
法
人
印
旛
沼
環
境
基
金
（
〒

2
8
5
―
8
5
3
3
佐
倉
市
宮
小
路

町
　
番
地
・
緯
0
4
3
―
4
8
5
―

12
0
3
9
7
・
■ＨＰ h

ttp
://w

w
w
.i-

k
o
u
ik
i.co
m
/im
b
an
u
m
a/

）。

環
境

大型生ごみ処理機を設置できる団体を募集
～集合住宅での生ごみ減量実験にご協力を～

　市では、「第２次印西市ごみ減量計画」に基づき、ごみの減量化、資源
化を図るため、集合住宅を対象に大型生ごみ処理機を無料で貸し出し、
居住されている人に共同で利用していただく実証実験を計画しています。
　この実証実験にご協力いただける団体（集合住宅管理組合など）を募
集します。
■時 設置から2年間。
胸設置台数…横幅１００唖・奥行き６０唖・高さ８０唖程度で、ステンレス
製のものを２台。
胸処理能力…生ごみは１日最大１６茜程度（２台で３２茜）まで投入可能。
■対 葛管理敷地内に処理機を無償で設置できる場所を確保できる５０世帯
以上の集合住宅であること葛設置にかかる工事費および維持管理費（電
気料・保守料）は市が負担とし、搬入のためのバケツなどは利用者で用
意すること葛市からの利用アンケートおよび生ごみ投入量記録表の提出
に協力すること。
■定 1団体。
■申 6月14日画に下記まで電話もしくはメールで。
■問 クリーン推進課クリーン推進班（緯内線382・胃碓42 7242・■メール 
cleanka@city.inzai.lg.jp）。

　防災行政無線から放送された内容を確認するためのテレホンサービス（フ
リーアクセス）を無料で聞くことができます。放送内容が分からなかったとき
や、もう一度聴きたいときは、

緯0800―800―0864
をご利用ください。操作方法の説明は、メッセージで確認できます。
※これまでの防災行政無線テレホンサービス（緯碓40 2900）を利用した場合、
通話料は利用者負担となります。

　市では災害時などの情報伝達手段として、携帯電話やパソコンへのメー
ル配信サービス「印西市緊急情報発信システム」を実施しています。
　このメール配信サービスは、どなたでも利用することができますが、あ
らかじめ『利用者登録』が必要になります。
　なお、登録は無料ですが、『利用者登録』および『登録解除』の際の通信
料、メールの受信、WEB閲覧にかかる費用は、利用者の負担になります。
【防災メール『利用者登録』手順】
　利用する通信機器から下のアドレスに「空」メールを送信してください。

 b@inz.171k.jp

※詳細については、市ホームページ（http://www.city.inzai.chiba.jp）お
よび市防災ホームページ（http://bousai.city.inzai.lg.jp）に掲載。
■問 防災課防災班（緯内線４５4）。

防災メール

 防災行政無線無料テレホンサービス 

▲ QRコードも
利用可です

 平
成
　
年
度
以
降
の
印
西
霊
園
募
集
案
内

25

胸平成25年度募集する種類胸
325薫500円1墓所（3愛）墓所使用料
5薫040円1墓所につき1年管理料

の
貸
し
出
し
も
し
て
い
ま
す
。

胸
補
助
対
象
者
…
巣
が
所
在
す
る
土

地
の
所
有
者
。

胸
補
助
金
額
な
ど
…
駆
除
費
の
2
分

の
1
（
上
限
5
0
街
0
0
0
円
）。

※
詳
し
く
は
左
記
ま
で
。

■問 
環
境
保
全
課
環
境
指
導
班
（
緯
内

線
3
6
1
・
3
6
3
）、
印
旛
支
所
地

域
づ
く
り
課
（
緯
碓98 
1
1
1
1
）、
本

　印西クリーンセンターの昨年９月の分析調査
によると、燃やすごみの中にリサイクル可能な資
源物が約２２％混入していることが確認されてい
ます。この主なものとして牛乳パックなどの「紙
パック」が挙げられます。
　紙パックは1渥の紙パック（約30扱）6枚で、
トイレットペーパー1個分ができる大切な資源
です。「燃やすごみ」として出すのではなく「資
源物」として出すことを心がけ、ごみの減量化、
資源化にご協力をお願いします。
【「紙パック」の出し方】
臼水洗いする渦はさみなどで切り開いて乾かす
嘘複数枚溜まったら、ひもで十字に縛り、次のい
ずれかの方法で出してください。
葛子ども会や町内会などが行っている有価物集
団回収へ葛スーパーなどの店頭回収ボックスへ
葛資源物の回収日（雨の日は避ける）に、ごみ集
積場へ葛市役所・各支所・各出張所・各公民館・
文化ホールに設置の回収ボックスへ
※「紙パック」で、内側がアルミ箔が貼ってある
ものは、リサイクルできませんので「燃やすご
み」として出してください。
■問 クリーン推進課クリーン推進班（緯内線３８2）。

新ごみの分別大事典シリーズ②

牛乳パックは「燃やすごみ」ではありません 

埜
支
所
地
域
づ
く
り
課
（
緯
碓97 
1
1

1
1
）。

ミ
ニ
・
ガ
イ
ド
　
パ
ー
ト
英

■場 
イ
オ
ン
モ
ー
ル
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
店
・
3
階
イ
オ
ン
ホ
ー
ル
（
中
央

北
）。

■費 
無
料
。

※
詳
し
く
は
左
記
へ
。

■問 
K
E
N
T
A
（
■携 
0
9
0
―
4
0

1
8
―
2
3
7
5
）。

怯
ゴ
ス
ペ
ル
無
料
体
験
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ

　
米
国
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
出
身
、
レ
イ

モ
ン
ド
氏
の
素
敵
な
ピ
ア
ノ
伴
奏
で
、

あ
な
た
も
ゴ
ス
ペ
ル
体
験
し
て
み
ま

せ
ん
か
。
未
経
験
者
歓
迎
。

■時 
5
月
　
日
臥
・
午
前
　
時
俯
正
午
。

25

10

■場 
千
葉
北
総
教
会
（
草
深
天
王
脇
1

1
3
9
―
7
）。

■対 
高
校
生
以
上
。

■費 
無
料
。

■他 
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
オ
ー
タ
ー
、
筆
記
用

具
、
上
ば
き
持
参
。

■申 
当
日
・
午
前
9
時
ま
で
に
左
記
へ
。

■問 T
ru
e
H
e
a
rts
o
f
P
ra
ise

 土
生
 （
■携 
0
9
0
―
7
9
8
9
―
4

は

ぶ

4
7
9
）。

怯
家
庭
倫
理
講
演
会

■時 
6
月
2
日
蚊
・
午
後
2
時
俯
3
時

　
分
。

40■場 
ホ
テ
ル
マ
ー
ク
ワ
ン
C
N
T
ア
ト

ラ
ス
ホ
ー
ル
（
中
央
南
）。

■内 
テ
ー
マ
「
お
か
あ
さ
ん
｣
。

噛
講
師
…
内
田
靖
士
氏
（
花
倫
理
研

究
所
研
究
員
）。

■対 
一
般
（
自
由
参
加
）。

■費 
1
街
0
0
0
円
。

※
詳
し
く
は
左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■問 
馬
場
（
緯
碓42 
6
0
8
9
）。

怯
印
西
盆
栽
愛
好
会
「
盆
栽
緑

風
展
」

　
当
日
は
、
ミ
ニ
盆
栽
教
室
も
開
催
。

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■時 
5
月
　
日
臥
、　
日
蚊
・
い
ず
れ
も

18

19

午
前
9
時
　
分
～
午
後
4
時
。

30

■場 
千
葉
県
立
北
総
花
の
丘
公
園
（
原

山
）。

■問 
山
田
（
■携 
0
9
0
―
2
4
4
5
―

0
3
2
9
）。

怯
リ
ズ
ミ
ッ
ク
・
カ
ン
フ
ー
　

メ
ン
バ
ー
募
集

　
ま
ず
は
、
姿
勢
か
ら
ア
ン
チ
エ
イ

ジ
ン
グ
。

【
初
心
者
体
験
会
】

■時 
6
月
　
日
峨
、　
日
峨
、　
日

11

18

25

峨
・
い
ず
れ
も
午
前
　
時
俯
　
時
　

10

11

30

分
。

■場 
中
央
駅
前
地
域
交
流
館
1
号
館

（
中
央
南
）。

■費 
一
回
5
0
0
円
。

■申 
事
前
に
左
記
へ
。

■問 
伊
藤
（
■携 
0
9
0
―
6
3
7
5
―

5
0
1
5
）。

※
午
後
8
時
ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

怯
R
I
S
E
　
H
I
P
H
O
P

ダ
ン
ス
発
表
会

　
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
軽
快
な
ダ

ン
ス
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
に
合
わ
せ
て
楽

し
く
踊
る
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
・
ロ
ッ

ク
・
ダ
ン
ス
で
す
。　

■時 
6
月
2
日
蚊
・
午
後
1
時
　
分
俯

30

2
時
　
分
（
開
場
は
1
時
～
）。

30

　手作りを楽しみながら、交流
の輪を広げましょう。くるく
る回すとしゃぼん玉のように
なる不思議なおもちゃを作り
ます。
■時 6月8日臥・午前10時～正
午。
■場 市民活動支援センター（中央
駅前地域交流館2号館内・中央
南）。
■対 小学生～大人（ただし、小学
4年生以下は保護者同伴）。
■定 16人（親子での参加も可）。
■費 200円（材料費）。
■他 はさみ・ものさし持参。
■申 電話または直接下記まで（先
着順）。
■問 市民活動支援センター（緯碓48 
4500）。

市民活動支援センター
市民講座

だんごくらぶ①



■時 
日
時
　
■場 
会
場
　
■内 
内
容
　
■対 
対
象
　
■定 
定
員
　
■費 
参
加
費
　
■申 
申
し
込
み
　
■問 
問
い
合
わ
せ
　
■ＨＰ 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
■メール 
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
■他 
そ
の
ほ
か
　
■携 
携
帯
電
話

印西市役所緯碓42 5111　■ＨＰ http://www.city.inzai.chiba.jp

凡
例

い
き
い
き
倶
楽
部
参
加
者
募
集

怯
カ
ル
チ
ャ
ー
編
（
全
4
回
）

■時 
①
6
月
　
日
牙
②
7
月
　
日
我
③

20

31

9
月
　
日
牙
④
　
月
　
日
我
 。

12

10

30

■内 
①
食
育
講
座
②
創
作
講
座
③
市
外

学
習
（
松
戸
市
戸
定
歴
史
館
を
予

定
）
④
軽
運
動
講
座
。

怯
グ
ル
メ
編
（
全
5
回
）

■時 
①
6
月
　
日
牙
②
8
月
　
日
牙
③

20

22

　
月
　
日
牙
④
　
月
　
日
牙
⑤
平
成

10

24

12

12

　
年
2
月
　
日
牙
。

26

27

■内 
①
食
育
講
座
②
～
⑤
は
調
理
実
習
。

【
共
通
】

■場 
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
高
花
）。

■対 
市
内
在
住
の
　
歳
以
上
で
、
原
則

60

全
回
参
加
で
き
る
人
。

■定 
各
　
人
。

24

■費 
教
材
費
・
保
険
料
な
ど
自
己
負
担
。

■申 
5
月
　
日
俄
・
午
前
　
時
か
ら
窓

20

10

口
ま
た
は
電
話
で
（
先
着
順
）。

■問 
高
花
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
緯
碓47 

4
時
　
分
、
2
日
蚊
・
午
前
9
時
～

30

午
後
4
時
。

■場 
小
倉
台
図
書
館
。

■問 
小
倉
台
図
書
館
（
緯
碓47 
5
5
1

1
）。

バ
ラ
ッ
パ
ま
ん
じ
ゅ
う
講
習
会

　
素
朴
な
味
わ
い
の
バ
ラ
ッ
パ
ま
ん

じ
ゅ
う
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

■時 
6
月
　
日
俄
・
午
前
　
時
～
正
午
。

17

10

■場 
永
治
プ
ラ
ザ
（
浦
部
）。

噛
講
師
…
山
﨑
一
枝
氏
。

■定 
　
人
。

10
■費 
5
0
0
円
（
材
料
費
）。

■他 
三
角
き
ん
、
エ
プ
ロ
ン
持
参
。

■申 
電
話
で
左
記
ま
で
（
先
着
順
）。

■問 
永
治
プ
ラ
ザ
（
緯
碓42 
1
1
0
1
）。

里
山
散
策
会

　
　
　「
紫
陽
花
の
花
咲
く
中
」

　
自
然
の
中
を
歩
き
野
鳥
や
昆
虫
、

野
の
花
を
探
し
ま
す
。
途
中
、
地
域

の
歴
史
に
も
ふ
れ
ま
す
。

怯
パ
ー
ト
英

　
利
根
川
の
土
手
を
歩
き
、

自
然
を
探
し
ま
す
。

　
午
後
は
、
旧
木
下
河
岸

問
屋
の
土
蔵
や
国
指
定
の

天
然
記
念
物
木
下
貝
層
を

訪
れ
ま
す
。
約
7
娃
。

■時 
6
月
1
日
臥
・
午
前
9

時
　
分
～
午
後
3
時
　
分

30

30

（
集
合
・
解
散
は
成
田
線
木

下
駅
北
口
広
場
）。

2
1
1
2
）。

「
男
の
料
理
教
室
」

　
家
庭
で
で
き
る

　
　
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
料
理

■時 
6
月
　
日
臥
・
午
前
　
時
～
午
後

29

10

2
時
。

■場 
ふ
れ
あ
い
文
化
館
（
原
）。

◆
講
師
…
佐
藤
誠
氏
。

■対 
成
人
男
性
。

■定 
　
人
。

12
■費 
6
0
0
円
（
材
料
費
、
当
日
徴
収
）。

■他 
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
き
ん
、
ふ
き
ん
、

筆
記
用
具
を
持
参
。

■申 
5
月
　
日
臥
・
午
前
9
時
か
ら
電

18

話
ま
た
は
左
記
窓
口
ま
で
（
先
着

順
）。

■問 
ふ
れ
あ
い
文
化
館
（
緯
碓45 
3
8
0

0
）。

こ
れ
だ
け
は
知
っ
て
お
き
た
い
！

シ
ニ
ア
世
代
の
生
活
設
計

　
シ
ニ
ア
世
代
の
生
活
設
計
に
欠
か

せ
な
い
財
産
管
理
・
年
金
・
医
療
費

な
ど
に
つ
い
て
分
か
り
や
す
く
解
説

し
ま
す
。

■時 
6
月
　
日
峨
・
午
後
2
時
～
4
時
。

25

■場 
中
央
駅
前
地
域
交
流
館
（
中
央

南
）。

噛
講
師
…
黒
田
千
鶴
子
氏
（
金
融
広

報
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）。

■定 
　
人
。

30
■費 
無
料
。

■申 
電
話
ま
た
は
メ
ー
ル
で
左
記
ま
で
。

■問 
経
済
政
策
課
経
済
政
策
班
（
緯
内

線
3
5
5
・
■メール k

e
ise
ik
a@
city

.in
zai.lg

.jp

）。

ブ
ッ
ク
リ
サ
イ
ク
ル

　
図
書
館
で
定
め
る
保
存
年
限
の
過

ぎ
た
雑
誌
・
除
籍
と
な
っ
た
図
書
を

一
人
各
5
冊
程
度
お
持
ち
帰
り
い
た

だ
け
ま
す
。

　
掘
り
出
し
物
を
探
し
に
、
ぜ
ひ
ご

来
館
く
だ
さ
い
。

■時 
6
月
1
日
臥
・
午
前
9
時
～
午
後

怯
パ
ー
ト
衛

　
手
賀
沼
流
域
の
浦
部
川
に
沿
っ
て

歩
き
、
自
然
を
探
し
ま
す
。

　
午
後
は
国
の
重
要
文
化
財
指
定
の

光
堂
を
訪
れ
ま
す
。
約
7
娃
。

■時 
6
月
　
日
俄
・
午
前
9
時
　
分
～

17

30

午
後
3
時
　
分
（
集
合
・
解
散
は
北

30

総
線
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
中
央
駅
改

札
前
）。

【
共
通
】

■対 
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
ど
な
た
で

も
。

■定 
　
人
程
度
。

30
■費 
1
0
0
円
（
保
険
料
・
資
料
代
）。

■他 
飲
み
物
、
弁
当
、
あ
れ
ば
双
眼

鏡
・
図
鑑
を
持
参
。

※
ど
ち
ら
も
雨
天
中
止
。

■申 
事
前
に
左
記
へ
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

■問 
印
西
ウ
エ
ッ
ト
ラ
ン

ド
ガ
イ
ド
阿
部
（
胃
碓47 
1

4
5
5
）。

東
京
電
機
大
学
の
学
生
に
よ
る

「
マ
イ
ペ
ー
ス
パ
ソ
コ
ン
塾
」

　
学
生
と
地
域
住
民
と
の
パ
ソ
コ
ン

を
通
じ
た
交
流
と
、
パ
ソ
コ
ン
初
心

者
の
技
術
の
向
上
を
目
的
に
実
施
し

て
い
る
も
の
で
す
。

　「
マ
イ
ペ
ー
ス
パ
ソ
コ
ン
塾
」
は
、

自
由
参
加
型
で
自
由
に
入
退
室
で
き
、

パ
ソ
コ
ン
の
持
ち
込
み
も
可
能
で
す
。

個
々
の
パ
ソ
コ
ン
操
作
の
課
題
に
対

し
て
先
生
（
学
生
）
た
ち
が
相
談
に

の
っ
て
く
れ
ま
す
。

　
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
、
パ
ソ
コ
ン
技

術
の
向
上
を
目
指
し
ま
せ
ん
か
。

■時 
■場 
左
表
の
と
お
り
。

■費 
無
料
。

※
詳
し
く
は
左
記
ま
で
。

■問 
中
央
公
民
館
（
緯
碓42 
2
9
1
1
）。

パート衛

講
座
・
催
し

平成２５年（２０１３）５月１５日号（４）

胸「マイペースパソコン塾」予定表胸

開催場所開催時間開催日

中央公民館（大森）午前１０時～正午、
午後１時～４時

6月1日臥

6月8日臥

6月15日臥

7月6日臥

7月13日臥

≪入場について≫
　会場にはパソコンを15台程設置しますので、当日は先着順に15
人まで入場できます。
　原則、16番目以降の人は、パソコン持参の有無にかかわらず、先
に入場している人の退出を待っていただきますので、あらかじめご
了承ください。

　「いんざい環境フェスタ」では、ご
みのリサイクル方法や、環境にもや
さしい暮らしの知恵などのPR、印
西の美しい里山や自然を紹介するイ
ベントです。
　当日は、環境に関する展示や説明、
子どもから大人まで楽しめるイベン
トを企画していますので、ぜひご参
加ください。
■時 6月2日蚊・午前10時～午後3
時。
■場 イオンモール千葉ニュータウンコ
スモス広場（中央北）。
■問 クリーン推進課クリーン推進班
（緯内線382）。

「いんざい環境フェスタ」
6月2日蚊に開催

地域防災計画の修正に伴う地区別説明会を開催します
　市では、このたび地域防災計画の修正を行いまし
た（詳しくは『広報いんざい』5月1日号を参照）。
　同計画は「災害対策基本法」第42条の規定に基づ
き、さまざまな災害の予防、応急および復旧対策を
実施。市民の生命、身体および財産を災害から保護
するとともに、被害を軽減し、もって社会秩序の維
持と公共の福祉を確保することを目的とする計画
です。
　今回の修正では、市民一人ひとりによる「自助・共
助」の精神に基づく防災活動などの重要性について、
より詳しく提示しています。
　つきましては、この計画を広くお知らせするため、
地区別説明会を開催します（右表参照）。
　また、地域の危険性や防災施設の現況を整理した
地区別カルテおよび避難所運営マニュアルなどに
ついても、併せてご説明します。
　みなさんの参加をお待ちしております。
※駐車場には限りがあるので、車での来場はなるべ
くお控えください。
■問 防災課防災班(緯内線４５２）。

胸「地域防災計画」地区別説明会予定表胸
会場時間期日校区

木下小学校体育館午前１０時～
6/2蚊

木下小学校区
大森小学校体育館午後  2時～大森・永治小学校区
西の原小学校体育館午前１０時～

6/9蚊
西の原・原小学校区

滝野小学校体育館午後  2時～滝野小学校区

原山小学校体育館午前１０時～
6/16蚊

内野・原山・
　高花小学校区

木刈小学校体育館午後  2時～木刈・小倉台小学校区
船穂小学校体育館午前１０時～

6/23蚊
船穂小学校区

ふれあいセンター
いんば３階会議室午後  2時～宗像・六合小学校区

いには野小学校アリーナ午前１０時～
7/7蚊

いには野小学校区
平賀小学校体育館午後  2時～平賀小学校区

本埜公民館
２階視聴覚室午前１０時～

7/14蚊
本埜第一・
　　　第二小学校区

小林北小学校体育館午後  2時～小林・小林北小学校区
※いずれも事前の申し込みは必要ありません。

 公
益
信
託
印
西
市
ま
ち
づ
く
り
フ
ァ
ン
ド
「
公
開
審
査
会
」

　
公
益
信
託
印
西
市

ま
ち
づ
く
り
フ
ァ
ン

ド
で
は
、
市
民
活
動
団

体
の
た
め
の
助
成
を

行
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
た
び
、
平
成
　
年
度

25

の
応
募
団
体
の
公
開

審
査
会
を
開
催
。
活

力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

を
担
う
、
市
民
活
動
団

体
の
発
表
を
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。

■時 
6
月
1
日
臥
・
午
前

　
時
～
（
予
定
）。

10■場 
文
化
ホ
ー
ル
（
大

森
）。

■問 
千
葉
銀
行
法
人
営

業
部
公
益
信
託
担
当

（
緯
0
4
3
―
3
0
1

―
8
0
3
7
・
■HP h

ttp

://w
w
w
.c
h
ib
a
b

a
n
k
.c
o
.jp
/h
o
jin

/o
th
e
r_
s
e
rv
ic
e
/

in
za
i/

）。

▲各団体による公開審査会の様子（写真
は昨年のものです）。

国指定の重要文化財「光堂国指定の重要文化財「光堂」」
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■時 
日
時
　
■場 
会
場
　
■内 
内
容
　
■対 
対
象
　
■定 
定
員
　
■費 
参
加
費
　
■申 
申
し
込
み
　
■問 
問
い
合
わ
せ
　
■ＨＰ 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
■メール 
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
■他 
そ
の
ほ
か
　
■携 
携
帯
電
話

凡
例

■定 
ト
リ
プ
レ
ッ
ト
　
チ
ー
ム
。

32

■対 
市
内
在
住
の
中
学
生
以
上
の
人
。

■費 
一
人
1
街
0
0
0
円
。

■申 
5
月
　
日
臥
ま
で
に
チ
ー
ム
名
、

25

所
属
ク
ラ
ブ
、
参
加
選
手
氏
名
・
住

所
・
電
話
番
号
を
記
載
し
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

ま
た
は
メ
ー
ル
で
左
記
へ
。

■申 
印
西
市
ペ
タ
ン
ク
協
会
・
轟
實

（
緯
碓42 
8
4
0
2
・
■メール to

d
o
m
i1
1

1
5
@
catv

2
9
6
.n
e
.jp

）。

■問 
中
央
保
健
セ
ン
タ
ー
（
緯
碓42 
5
5

9
5
）。

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室

（
健
康
生
活
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
事
業
）

　
市
で
は
、
一
人
ひ
と
り
の
健
康
状

態
や
生
活
習
慣
に
応
じ
て
、
科
学
的

根
拠
に
基
づ
く
健
康
づ
く
り
プ
ラ
ン

を
提
供
す
る
「
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教

室
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
年
度

は
半
年
間
の
コ
ー
ス
で
す
。

　
体
力
に
自
信
の
な
い
人
、
運
動
が

嫌
い
な
人
で
も
大
丈
夫
で
す
。
個
々

の
体
力
に
合
っ
た
運
動
プ
ラ
ン
や
食

生
活
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
実
践
し
て
、

健
康
な
身
体
を
つ
く
っ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。
治
療
中
の
病
気
な
ど
で
、

参
加
に
不
安
の
あ
る
人
は
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

■時 
【
説
明
会
・
メ
デ
ィ
カ
ル

チ
ェ
ッ
ク
】
6
月
　
日
我
か
　
日

12

14

画
・
午
後
1
時
　
分
～
4
時
。

15

【
初
回
体
力
テ
ス
ト
】6
月
　
日
我
、

19

6
月
　
日
画
の
午
前
か
午
後
。

21

【
施
設
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
（
7
月
開

始
）】
火
～
土
曜
日
・
午
前
9
時
～

午
後
4
時
　
分
（
一
人
当
た
り
1
時

25

間
　
分
程
度
）。

30
■場 
そ
う
ふ
け
ふ
れ
あ
い
の
里
。

■対 
市
内
在
住
で
、　
歳
以
上
の
人
。

35

※
介
護
保
険
受
給
者
は
参
加
不
可
。

■定 
　
人
。

40
■費 
【
週
2
回
コ
ー
ス
】
月
2
街
5
0

0
円
、【
週
1
回
コ
ー
ス
】
月
2
街
0

0
0
円
、【
月
1
回
コ
ー
ス
】
月
1
街

5
0
0
円
。

■内 
体
力
テ
ス
ト
・
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
（
自
体
重
や
ダ
ン
ベ
ル
を
使
用
し

た
も
の
）・
有
酸
素
運
動
（
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
、
エ
ア
ロ
バ
イ
ク
）
な
ど
。

■他 
歩
数
計
代
5
街
0
0
0
円
。

※
保
険
料
は
別
途
負
担
。

■申 
電
話
で
左
記
ま
で
。
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
申
し
込
み
可
（
先
着

順
）。

※
予
定
日
は
、
前
後
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

■場 
▼
行
政
資
料
コ
ー
ナ
ー
（
市
役
所

1
階
）
▼
各
支
所
▼
各
図
書
館
。

※
詳
し
く
は
左
記
ま
で
。

■問 
議
会
事
務
局
。

傍
聴
し
ま
せ
ん
か

　
平
成
　
年
第
2
回
市
議
会
定
例
会

25

の
会
期
は
、
6
月
4
日
峨
～
　
日
画

21

の
予
定
で
す
。

■問 
議
会
事
務
局
。

請
願
（
陳
情
）
の
提
出
期
限

　
平
成
　
年
第
2
回
市
議
会
定
例
会

25

に
か
け
る
請
願
（
陳
情
）
の
提
出
期

限
は
、
5
月
　
日
俄
の
正
午
で
す
。

27

　
な
お
、
提
出
す
る
場
合
は
、
事
前

に
左
記
ま
で
。

■問 
議
会
事
務
局
。

第
5
回
印
西
市
民
ペ
タ
ン
ク

　
　
　
　
　
　
オ
ー
プ
ン
大
会

■時 
6
月
9
日
蚊
・
午
前
9
時
～
（
受

け
付
け
8
時
　
分
～
）。

30

※
雨
天
の
場
合
は
6
月
　
日
臥
に
順

15

延
。
会
場
は
同
じ
。

■場 
松
山
下
公
園
多
目
的
広
場
。

ミ
ニ
・
ガ
イ
ド
　
パ
ー
ト
衛

（５）平成２５年（２０１３）５月１５日号

ス
ポ
ー
ツ

　
印
西
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
連
絡

協
議
会
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
ニ
ュ
ー

ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　
今
年
度
も
総
合
体
育
館
を
拠
点
に
、

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
教
室
の
開
催
の
ほ

か
、
新
た
な
試
み
も
企
画
し
て
い
ま

す
の
で
、
多
く
の
み
な
さ
ん
の
ご
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
（
左
表
参

胸平成25年度スポーツ推進委員連絡協議会活動予定（大会・教室）胸
会場など内容曜日日月

松山下公園総合体育館
午後7時～9時

ニュースポーツ教室
（ショートテニス、ファミリーバドミントン、ワンバ
ウンドふらばーるバレーボール）
■対 小学校1年生以上（小学生は保護者同伴）
初めての人でも楽しめます。

金曜日24
5

金曜日31

金曜日７

６

金曜日１４

松山下公園総合体育館
午前9時～午後12時30分

ニュースポーツ教室（ショートテニス）
■対 小学校３年生以上。初心者から上級者まで誰でも
参加できる大会です。

日曜日２３

松山下公園総合体育館
午後7時～9時

ニュースポーツ教室
（ファミリーバドミントン、ワンバウンドふらばーる
バレーボール、ストレッチ）
■対 小学校1年生以上（小学生は保護者同伴）。

金曜日２８

松山下公園総合体育館
午後7時～9時

ニュースポーツ教室
■対 小学校１年生以上（小学生は保護者同伴）
種目はお楽しみ！広報いんざいで告知予定です。

金曜日４

10

金曜日１１
金曜日１８
金曜日２５

松山下公園内
午前9時～午後12時30分

ら・ら・らスポーツ祭
ノルディックウォーク、ストレッチと楽しく体を動
かしましょう。

日曜日２７

未定
印西市ら・ら・らスキー教室（一泊二日）
毎回好評をいただいているスキー教室、今年度も開
催決定！親子での参加をお待ちしています。

未定中
旬1

 平
成
　
年
度
の
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
活
動
予
定

25

照
）。
　
な
お
、
活
動
予
定
は
変
更
に
な
る

場
合
が
あ
る
の
で
、
広
報
紙
・
ポ
ス

タ
ー
・
チ
ラ
シ
な
ど
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

※
詳
し
く
は
左
記
ま
で
。

■問 
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
事
務
局
（
ス

ポ
ー
ツ
振
興
課
内
・
緯
碓42 
8
4
1

7
）。

健
康

議
会

『
い
ん
ざ
い
市
議
会
だ
よ
り
』
の

1
面
に
掲
載
す
る
写
真
を
募
集

胸
題
材
…
市
内
の
四
季
折
々
の
風
景
。

■対 
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人
。

■申 
応
募
方
法
な
ど
詳
細
に
つ
い
て
は
、

左
記
ま
で
。

■問 
議
会
事
務
局
（
緯
内
線
6
0
7
）。

一
般
質
問
が
閲
覧
で
き
ま
す

　
平
成
　
年
第
2
回
市
議
会
定
例
会

25

で
予
定
さ
れ
て
い
る
一
般
質
問
（
個

人
）
の
内
容
が
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と

左
記
窓
口
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

■時 
5
月
　
日
牙
～
（
予
定
）。

30

 印西市 
いんざいし

 国際交流協会 
 こくさいこうりゅうきょうかい

 主催記念講演 
しゅさいきねんこうえん

 ティ ー
てぃ

 タイム 
た い む

 交流会 
こうりゅうかい

　 市国際交流協会 の
しこくさいこうりゅうきょうかい

 主催 により、
しゅさい

 元 
もと

 JICA 
じゃいか

 ボランティア による
ぼ ら ん て ぃ あ

 記念講演 「
き ね ん こ う え ん

 ヨルダン の
よ る だ ん

 暮 らしと
く

 協力隊活動 」・「
きょうりょくたいかつどう

 トンガ の
と ん が

 暮 らし
く

と 食事 」や、
しょくじ

 外国人 を
がいこくじん

 交 えた
まじ

 ティ ー
てぃ

 タイム 
た い む

 交流会 を
こうりゅうかい

 開 
かい

 催 します。
さい

 興味 のある
きょうみ

 人 は、ぜひご
ひと

 参加 ください。
さ ん か

　また、 会員 の
かいいん

 応募 も
おうぼ

 受 け
う

 付 けています。
つ

 国際交流 に
こくさいこうりゅう

 関心 の
かんしん

ある 人 は、
ひと

 下記 
か き

 問 い
と

 合 せ
あわ

 先 までご
さき

 連絡 ください。
れんらく

胸 日時 …５
に ち じ

 月 ２６
がつ

 日 ・
にち

 日曜日 ・
にちようび

 午後 ２
ご ご

 時 ～４
じ

 時 ３０
じ

 分 。
ぷん

胸 会場 …
かいじょう

 中央公民館 
ちゅうおうこうみんかん

 視聴覚室 (
しちょうかくしつ

 大森 )。
おおもり

※ 駐車場 には
ちゅうしゃじょう

 限 りがあるので、
かぎ

 公共交通機関 をご
こうきょうこうつうきかん

 利用 くださ
り よ う

い。
胸 費用 …

ひ よ う

 無料 。
むりょう

胸 問 い
と

 合 せ
あわ

 先 …
さき

 印西市国際交流協会 （〒２７０－１３２６
いんざいしこくさいこうりゅうきょうかい

 印西市 
いんざいし

 木下 
きおろし

１６６１－１８ Ｋ 
けい

 フロント ・
ふ ろ ん と

 電話 ／
で ん わ

 ファクス ０４７６－３６－８６４２、
ふ ぁ く す

 ホ ー
ほ

 ム 
む

 ペ ー
ぺ

 ジ http://www.inzaiifa.com/・
じ

 メ ー
め

 ル 
る

 アドレス 
あ ど れ す

inzai.ifa@gmail.com）。

　
市
で
は
日
ご
ろ
よ
り
、
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
、
通
行
の
安
全
に
努
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
も
し
、
道
路
の
穴
や
障
害
物
、
側
溝
の
破
損
等
を
発
見
し

た
場
合
は
、
左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
個
人
所
有
の
植
栽
や
樹
木
が
市
道
上
に
出
て
い
る
場
合
も
通
行
に
支
障

を
き
た
し
ま
す
。
こ
の
場
合
は
、
所
有
者
が
責
任
を
持
っ
て
剪
定
し
て
く
だ
さ
い
。

■問 
土
木
管
理
課
維
持
班
（
緯
内
線
７
９
７
・
７
９
８
）。

怯
道
路
上
の
穴
や
障
害
物
を
見
つ
け
た
ら
怯

怯
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
中
央
駅

北
側
花
壇
の
花
植
え
案
内

■時 
6
月
1
日
臥
・
午
後
1
時
～
（
雨

天
の
場
合
は
、
6
月
8
日
臥
・
午
後

1
時
～
）。

■場 
北
総
線
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
中
央

駅
北
側
花
壇
。

■他 
汚
れ
て
も
い
い
服
装
で
軍
手
、
園

芸
用
ス
コ
ッ
プ
（
移
植
こ
て
、
ハ
ン

ド
ス
コ
ッ
プ
な
ど
）
持
参
。

※
詳
し
く
は
左
記
へ
。

■問 
印
西
い
ー
ま
ち
会
・
田
中
（
■携 
0

9
0
―
9
3
8
6
―
3
0
4
2
）。

怯
千
葉
県
立
手
賀
の
丘
少
年
自

然
の
家
各
種
イ
ベ
ン
ト

【
手
賀
沼
を
知
ろ
う
】

　
自
然
豊
か
な
手
賀
沼
の
魚
た
ち
を

指
導
員
か
ら
学
び
、
そ
の
後
、
船
で

手
賀
沼
を
巡
り
ま
す
。

■時 
6
月
2
日
蚊
・
午
前
9
時
俯
　
時
12

　
分
（
受
け
付
け
は
8
時
　
分
俯
）。

30

45

■場 
千
葉
県
立
手
賀
の
丘
少
年
自
然
の

家
（
柏
市
）。

■対 
親
子
・
成
人
。

■定 
　
人
。

20
■費 
1
0
0
円
（
保
険
料
）。

■申 
電
話
で
左
記
へ
（
先
着
順
）。

■問 
千
葉
県
立
手
賀
の
丘
少
年
自
然
の

家
・
松
田
（
緯
0
4
―
7
1
9
1
―

1
9
2
3
）。

【
楽
し
い
パ
ソ
コ
ン
教
室
】

　
手
賀
の
丘
パ
ソ
コ
ン
サ
ー
ク
ル
の

指
導
者
に
よ
る
パ
ソ
コ
ン
教
室
で
す
。

■時 
6
月
　
日
牙
・
午
前
9
時
　
分
俯

20

30

正
午
（
受
け
付
け
は
9
時
俯
）。

■場 
千
葉
県
立
手
賀
の
丘
少
年
自
然
の

家
。

■内 
テ
ー
マ
「
う
ち
わ
を
つ
く
る
」。

■対 
パ
ソ
コ
ン
初
心
者
（
高
校
生
以

上
）。

■定 
　
人
。

12
■費 
無
料
。

■申 
5
月
　
日
峨
・
午
前
9
時
か
ら
電

21

話
で
左
記
へ
（
先
着
順
）。

■問 
千
葉
県
立
手
賀
の
丘
少
年
自
然
の

家
・
染
谷
。

怯
第
6
回
長
谷
川
き
よ
し
コ
ン

サ
ー
ト

　
卓
越
し
た
ギ
タ
ー
テ
ク
ニ
ッ
ク
と

歌
の
力
で
、
世
代
を
越
え
て
人
々
の

心
を
う
ご
か
す
「
長
谷
川
き
よ
し
」

の
コ
ン
サ
ー
ト
。

■時 
6
月
8
日
臥
・
午
後
2
時
俯
（
開

場
は
1
時
　
分
～
）。

30

■場 
白
井
市
文
化
会
館
。

■費 
入
場
料
4
街
0
0
0
円
。

■問 
相
馬
（
■携 
0
8
0
―
6
5
1
4
―

7
6
6
9
）。

怯
千
葉
県
立
我
孫
子
特
別
支
援

学
校
「
学
校
見
学
会
」

■時 
6
月
3
日
俄
、
4
日
峨
・
午
前
9
時

　
分
俯
　
時
　
分
。

15

11

50

■場 
千
葉
県
立
我
孫
子
特
別
支
援
学
校
。

■内 
施
設
、
授
業
の
校
内
参
観
。

※
詳
し
く
は
左
記
へ
。

■問 
千
葉
県
立
我
孫
子
特
別
支
援
学

校
・
飯
國
、
五
板
橋
（
緯
0
4
―
7

1
8
7
―
0
8
3
1
）。

怯
平
成
　
年
3
月
新
規
学
校
卒

26

業
予
定
者
の
求
人
手
続
等
説
明

会■時 
6
月
　
日
峨
・
午
後
2
時
　
分
俯

11

30

（
受
け
付
け
は
2
時
俯
）。

■場 
成
田
国
際
文
化
会
館
。

■問 
成
田
公
共
職
業
安
定
所
・
事
業
所

援
助
部
門
学
卒
係
（
緯
碓27 
8
6
0

9
）。

怯
船
舶
免
許
更
新
失
効
講
習
会

■時 
6
月
　
日
牙
・
午
前
9
時
～
。

20

■場 
潮
来
ホ
テ
ル
（
茨
城
県
潮
来
市
）。

■他 
次
の
必
要
書
類
を
準
備
。

　
船
舶
免
許
コ
ピ
ー
1
枚
、
写
真
2

枚
（
縦
4
・
5
唖
×
横
3
・
5
唖
）、

住
民
票
（
本
籍
地
記
載
）
1
枚
。

■費 
1
0
街
0
0
0
円
（
更
新
）、
1

5
街
0
0
0
円
（
失
効
）。

■申 
5
月
　
日
牙
ま
で
に
左
記
へ
。

30

■問 
水
郷
ボ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
珂
（
緯
碓63 

1
2
3
1
）。
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表
情
で
す
。

　
ま
た
「
こ
の
大
桜
は
一
日
一

日
、
ま
た
朝
か
ら
夕
方
で
表
情

を
変
え
、
飽
き
る
こ
と
が
な
く
、

朝
も
や
に
包
ま
れ
た
姿
や
、
農

作
業
を
終
え
て
見
た
月
夜
に
浮

か
ぶ
神
々
し
い
美
し
さ
は
、
忘

れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
ほ
ど
で

す
。
あ
と
、
意
外
と
知
ら
れ
て

い
ま
せ
ん
が
、
花
の
散
っ
た
後

2
、
3
日
後
の
葉
桜
も
お
勧
め

の
大
桜
」
で
す
。

　
吉
高
の
台
地
に
年
輪
を
刻
み
、

昔
は
地
元
の
人
し
か
知
ら
な
か
っ

た
大
桜
。「
多
く
の
人
が
訪
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
の
は
平
成
8
年
に
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
番
組
や
農
協
の
カ
レ
ン

ダ
ー
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
か
ら
で

す
」
と
当
時
を
振
り
返
る
の
は
、

「
吉
高
の
大
桜
を
守
る
会
」会
長
の

須
藤
謙
氏
。
現
在
は
海
外
か
ら
の

来
客
も
多
く
、
今
年
3
～
4
月
も

約
3
万
人
以
上
が
訪
れ
る
ほ
ど
に

人
気
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
須
藤
会
長
も
「
お
客
さ
ん
に
喜

ん
で
い
た
だ
く
た
め
に
、
毎
年
美

し
く
咲
き
続
け
る
よ
う
幹
の
周
り

に
囲
い
を
作
り
ウ
ッ
ド
チ
ッ
プ
を

ま
い
た
り
、
平
成
7
年
か
ら
E
M

菌
の
肥
料
を
施
し
た
り
し
て
樹
勢

が
衰
え
な
い
よ
う
、
同
会
で
は
考

え
ら
れ
る
限
り
の
手
立
て
を
尽
く

し
て
い
ま
す
」
と
愛
情
に
満
ち
た

 人
が
集
い
 人
に
愛
さ
れ
る
大
樹

　
　
　
　
　「
吉
高
の
大
桜
」

広報レポーター： 宇野  
う の

 建夫 （小倉台）
た て お

葛
満
開
の
時
期
の
「
吉
高

の
大
桜
」。
樹
高
　
・
6
ｍ

10

の
大
き
さ
を
ほ
こ
り
ま
す

黄
砂
に
て
P
M
2
・
5
飛
び
来
た
り
わ
が
住
む
街
空
さ
な
が
ら
濁
る

大
　
森
　
　
　
小
島
　
綾
子

報
道
を
見
つ
つ
新
た
に
涙
湧
く
〝
三
月
十
一
日
〟
二
年
目
迎
へ

小
林
大
門
下
　
品
村
　
葉
子

春
し
ぐ
れ
止
み
し
歩
道
に
日
は
当
り
散
り
敷
く
椿
あ
は
き
影
置
く

小
倉
台
　
　
　
後
藤
　
貞
子

め
じ
ろ
等
の
桜
啄
み
散
ら
し
た
る
花
を
拾
ひ
て
器
に
浮
か
す

大
　
森
　
　
　
羽
方
　
政
子

あ
た
た
か
き
日
射
し
が
居
間
の
炬
燵
ま
で
届
か
な
く
な
り
三
月
と
な
る

　
別
　
所
　
　
　
熱
田
　
克
子

花
吹
雪
こ
の
身
未
踏
の
八
十
路
行
く

大
　
森
　
　
　
石
井
　
章
夫

の
ど
け
し
や
紅
白
帽
の
辻
ぼ
と
け

舞
　
姫
　
　
　
堤
　
貴
美
子

聖
五
月
朝
の
雲
脱
ぐ
遠
浅
間

内
　
野
　
　
　
葛
西
　
節
子

つ
つ
じ
描
く
一
番
筆
の
紅
に
じ
む

大
　
塚
　
　
　
廣
島
　
直
之

幽
明
の
無
常
な
る
世
や
朧
月

木
　
刈
　
　
　
宮
下
　
諄
子

　
そ
の
一
本
桜
を
見
る
に
は

ち
ょ
っ
と
し
た
試
練
が
あ
り
ま
す
。

毎
年
、
街
中
の
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
が

満
開
を
過
ぎ
る
4
月
中
旬
。
樹
齢

3
0
0
年
を
超
え
る
と
い
わ
れ
て

い
る
「
吉
高
の
大
桜
」
は
、
大
き

く
広
げ
た
枝
の
先
に
花
芽
を
膨
ら

ま
せ
始
め
ま
す
。
駐
車
場
と
し
て

開
放
さ
れ
る
印
旛
中
央
公
園
（
瀬

戸
1
5
1
8
）
か
ら
徒
歩
約
　
分
。

20

試
練
と
は
い
う
も
の
の
、
春
の
日

の
中
、
ウ
グ
イ
ス
の
声
に
歓
迎
さ

れ
た
、
気
持
ち
の
良
い
行
程
で
す
。

　
ほ
ど
な
く
、
林
に
囲
わ
れ
た
畑

の
中
に
、
言
葉
に
尽
く
せ
な
い
気

品
を
漂
わ
せ
る
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
の
大

き
な
樹
形
が
、
姿
を
現
し
ま
す
。

こ
れ
が
市
の
天
然
記
念
物
「
吉
高

掲載情報は4月26日現在
■問 クリーン推進課クリーン推進班（緯内線38３）

俳
句

田
口
　
三
石
選

〈短歌・俳句をお寄せください〉
　一人一首または一句で未発表のもの。毎月２０日締め切り（必
着）です。投稿は、住所・氏名（ふりがな）・電話番号を明記の
上、秘書広報課広報広聴班まで。

短
歌

加
藤
惠
美
子
選

※詳しくは市ホームページをご覧ください

毎月5日は「ノーレジ袋デー」です。お買い
物にはマイバッグを持参しましょう。

　
目
立
た
な
い
地
味
な
存
在
だ
が
、

世
界
に
誇
れ
る
資
料
館
が
印
西
市

に
は
あ
る
。
印
旛
医
科
器
械
歴
史

資
料
館
（
舞
姫
1
―
1
―
1
）
だ
。

病
院
や
街
の
お
医
者
さ
ん
で
使

わ
れ
て
い
た
医
療
器
械
の
〝
お

宝
〟
展
示
館
。
蒐
集
品
は
な
ん

と
8
街
0
0
0
点
。
世
界
で
も

例
を
み
な
い
規
模
だ
。
た
だ
、

収
蔵
物
が
堅
い
イ
メ
ー
ジ
だ
け

に
地
元
周
辺
か
ら
訪
れ
る
人
は

比
較
的
少
な
い
。
が
、
医
学
に

関
わ
る
人
た
ち
…
現
役
の
医
師

や
看
護
師
、
臨
床
工
学
技
士
の

ほ
か
、
全
国
の
医
学
系
大
学
の

先
生
や
生
徒
な
ど
で
訪
れ
る
人

は
多
く
、
そ
の
方
面
で
の
知
名

度
は
ま
さ
に
全
国
区
。

　
常
設
展
示
は
約
6
街
0
0
0

点
。
大
正
～
昭
和
初
期
に
か
け

て
使
わ
れ
て
い
た
木
製
の
保
育

器
、
輸
入
品
が
圧
倒
的
に
多
い

医
療
機
器
の
中
で
、
初
め
て
国

産
化
さ
れ
た
脳
波
計
や
閉
鎖
循

環
式
麻
酔
器
、
同
じ
国
産
1
号

の
膀
胱
鏡
は
大
正
初
期
の
製
品
。

明
治
　
年
に
初
め
て
帝
王
切
開

18

手
術
に
成
功
し
た
時
の
器
具
類
、

国
立
郡
山
病
院
で
実
際
に
使
わ

れ
て
い
た
国
産
の
電
気
メ
ス

（
昭
和
　
年
ご
ろ
）
や
大
阪
大

26

学
で
心
臓
手
術
に
使
わ
れ
た
人

工
心
肺
装
置
な
ど
が
目
を
引
く
。

　
大
正
中
期
の
顕
微
鏡
写
真
装

置
（
慶
応
病
理
学
教
室
寄
託
）

や
昭
和
　
年
当
時
の
Ｘ
線
撮
像

32

装
置
（
大
阪
日
赤
）
が
現
在
の

も
の
に
比
べ
、
い
か
に
大
き

か
っ
た
か
比
べ
て
み
る
の
も
一

興
。
　
珍
し
い
も
の
で
は
、
世
界
で

初
め
て
全
身
麻
酔
を
用
い
て
乳

癌
手
術
を
成
功
さ
せ
た
華
岡
青

洲
が
使
っ
た
手
術
道
具
の
レ
プ

リ
カ
（
現
品
は
和
歌
山
大
学
に

保
管
）
も
あ
る
。
ま
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ

の
連
続
テ
レ
ビ
小
説
「
梅
ち
ゃ

ん
先
生
」
に
使
わ
れ
た
蒸
気
消

毒
機
な
ど
の
小
道
具
類
は
同
館

か
ら
貸
し
出
さ
れ
た
も
の
だ
。

で
す
よ
」
と
語
り
ま
し
た
。

　
須
藤
会
長
は
、
桜
の
近
辺
で
茶

店
も
開
か
れ
て
お
り
、
お
店
で
は

温
か
な
お
汁
粉
や
季
節
の
タ
ケ
ノ

コ
ご
飯
な
ど
が
楽
し
め
ま
す
。
帰

り
道
に
は
、
地
元
農
家
の
み
な
さ

ん
が
育
成
し
て
い
る
春
野
菜
の
ミ

ツ
バ
を
販
売
し
て
い
ま
す
。
漬
物

や
草
団
子
な
ど
を
お
土
産
に
し
た

り
す
る
人
も
多
く
い
ま
し
た
。

　
帰
り
道
「
吉
高
の
大
桜
を
守
る

会
」
の
み
な
さ
ん
の
努
力
で
、
多

く
の
困
難
を
乗
り
越
え
て
咲
き
続

け
て
い
る
大
桜
に
、
こ
れ
か
ら
も

わ
た
し
た
ち
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ

る
よ
う
、
思
わ
ず
振
り
返
り
、
手

を
合
わ
せ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

■問 
印
西
市
観
光
情
報
館
（
緯
碓45 
5

3
0
0
）、
印
西
市
役
所
印
旛
支

所
地
域
づ
く
り
課
（
緯
碓98 
1
1
1

7
）、
経
済
政
策
課
（
緯
碓42 
5
1
1

1
）。

　
こ
の
ほ
か
に
も
約
2
街
0
0
0

点
の
機
器
・
資
料
が
出
番
を
待
っ

て
い
る
。

　
こ
の
地
に
資
料
館
が
誕
生
し
た

き
っ
か
け
は
合
併
前
の
印
旛
村
が

進
め
て
い
た
「
健
康
医
療
学
園
都

市
づ
く
り
」
構
想
だ
。

　
構
想
の
中
核
・
医
療
系
工
業
団

地
の
誘
致
を
計
画
し
て
い
た
村
当

局
と
医
療
機
器
メ
ー
カ
ー
な
ど
の

団
体
で
あ
る
日
本
医
科
器
械
学
会

（
現
・
日
本
医
療
器
械
学
会
）
と
の

出
会
い
が
あ
っ
て
平
成
　
年
に

19

オ
ー
プ
ン
し
た
。

　
同
館
へ
は
、
北
総
線
印
旛
日
本

医
大
駅
徒
歩
1
分
。
駐
車
場
あ
り
。

毎
週
月
・
水
・
金
曜
日
・
午
前
　10

時
～
午
後
4
時
開
館
。

　
ま
た
、
毎
月
第
一
月
曜
日
に
は

説
明
員
の
伊
澤
忠
さ
ん
の
名
解
説

（
要
予
約
）が
聞
け
る
。
入
館
無
料
。

■問 
印
旛
医
科
器
械
歴
史
資
料
館

（
緯
碓98 
1
3
9
0
）。　

広報レポーター：
 岡田  
お か だ

 芳文 （平賀）
よしふみ

印西市立印旛医科器械
歴史資料館

▲興味深い資料を伊澤氏（左写真中の右側）
が詳しく説明

▲大桜の思い出を語る須藤会
長（左）
滑大桜の保護のために肥料を
まく保存会のみなさん

怯ゆずります情報（有料の物は希望価格）

怯さがしています情報

①印旛中学校女子制服（18号、20号）・体操服（Ｌサイズ）・ブラウスなど②シン
グルベッド③犬の洋服④船穂中学校女子制服・ジャージ⑤プリンター⑥スキー
服（女性用）⑦インクジェットプリンタ用インク7色（1千円）⑧しおん幼稚園帽
子⑨千葉商科大学付属高校制服。

①わだ幼稚園男児、園服及び体操服②うす、きね③ロックミシン④大森小学校の体操
服⑤ピアノ（アップライト）⑥印西中学校の女子用制服と運動着⑦しおん幼稚園男児、
女児用ジャージ、男児、女児用体操服（大きめサイズ希望）⑧天神幼稚園男児、女児制
服、ブラウスなど⑨犬用乳母車⑩ ベビーカー⑪補聴器。

▲日露戦争時の「医 极    」（器械、
い き ゅ う

薬物、消耗品を収納した 行李 ）
こ う り
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